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水田校区コミュニティ協議会    事務局長 木本吉彦      
水田校区自主防災組織の活動として、「平成２９年九州北部豪

雨の際の避難所自主運営の実際について」をテーマに、 
平成３１年３月１３日（水）、杷木コミュニティ協議会を視察しま

した。参加者は、協議会の役員及び安全安心部会の希望者を合わ

せて１３名となりました。 
当日は、杷木コミュニティ協議会会長泉俊三氏から、平成２９

年九州北部豪雨の際の被害の状況や避難所の開設時の「混乱」の

状況などについて説明をいただきました。また、そういった状況

での避難所の運営について、良かったことや課題などの説明があ

りました。実際の体験に基づいたお話で、今後、水田校区でも大

いに参考とすべきものでした。 

筑後市立水田小学校  
校長 塩山卓司 

筑後市の水田小学校に赴任

して２年が経ちました。朝、 
学校の児童玄関で挨拶をす 
ると「おはようございます」 
と元気な声で挨拶を返して

くれる子ども達が増えてきました。天気のよい日

は、朝早くから運動場でサッカーや鬼ごっこをする

子どもたちの歓声が聞こえます。元気いっぱいの 
子どもたちです。  今年度から本校にコミュニティ・スクールが導
入され、１年が終わろうとしています。「水田を愛

し、夢や目標を持ってたくましく生きる子どもの

育成」を目標に学校と地域が一体となって取り組

んできました。  

その取組の中核となるものが、「郷土の時間」を

活用しての米作り活動、様々な教科の学習支援活

動です。具体的には、生活科の学習における 
校区内見学の引率補助や昔遊びの指導、毛筆学習 
（習字）の支援、ミシンの支援等がありました。 
これらの活動を通して、地域の人たちに学校をもっ

と身近に感じて欲しいと思うと同時に、子ども達に

も地域に関心を持ち、様々な人たちと触れ合って欲

しいと思います。 
人は自分一人だけでは決して生きていくことはで

きません。他の人との関わりの中で生きていきま

す。 友だちとの良好な関わりの中で、自分の将来
の夢や目標を持って頑張り続けることが社会的な

自立を促すことになると考えています。  子どもたちの健やかな成長を願って、地域と学校
が一体となって水田の子どもたちを育てていけれ

ばと考えております。今後とも、地域の方々のご 
支援・ご協力をよろしくお願い致します。 

日程 4月 27日（土）9:00～12:00 

場所 山梔窩歴史交流館隣 
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